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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第２回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員会  

開 催 日 時 令和５年２月９日（木）１４時００分～１６時３０分 

開 催 場 所 所沢市立教育センター セミナ－ホール 

出 席 者 の 氏 名 〔委 員〕  

東京工業大学 名誉教授 赤堀 侃司 

所沢市小学校長会 代表 戸村 達男 

所沢市中学校長会 代表 熊本 純利 

所沢図書館 主査 荒井 英子 

若松小学校応援団 コーディネーター 浅見木綿子 

所沢市立北小学校 教諭 牧野 涼子 

所沢市立小手指中学校 教諭 石原 早紀 

マルハ幼稚園 園長 原 勉 

保健給食課 指導主事 畑中 結季 

欠 席 者 の 氏 名 小学校PTA代表 坂爪 めぐみ 

中学校PTA代表 嶋本 智一 

議 題 

 

 

 

 

（１） 所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ研究委託校報告  

 ・学校クリエイト研究委託校５校による研究報告   

（２） 推進委員による協議     

 ・令和４年度の取組の成果と課題    

 ・令和５年度にむけて      

会 議 資 料 ・令和５年度第１回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員会次第 

担 当 部 課 名 

 

学校教育課  電話０４（２９９８）９２３８ 

〈出席者〉 

中島秀行 教育長 

江原勝美 学校教育部長 

中田利明 学校教育部次長兼学校教育課長 

伊東真吾 学校教育課主幹兼健やか輝き支援室長 

中村啓 教育センタ―所長 

荒井直樹 学校教育課主幹 

岩土陽裕 学校教育課指導主事 

渡野邉拓 学校教育課指導主事 

北嶋一済 学校教育課指導主事 

大平由希子 学校教育課指導主事 

長谷川義博 学校教育課指導主事 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 ◆開会 

司 会  進行は事務局が担当する。令和４年度第２回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推

進委員会を開会する。 

司 会 教育長より挨拶を申し上げる。 

教育長 ◆教育長あいさつ 

司 会 委員の紹介 

司 会 これから学校クリエイト研究委託校の発表を行う。 

 ◆クリエイト校５校からの発表 

司 会 各校の発表について推進委員より意見や感想をいただく。 

 １ 南小研究発表について 

・ 南小の発表は、幼児教育と似ているところがあり、学ぶことが多かった。 

・ 幼児期の子どもたちも失敗をおそれる子が多い。失敗は間違いではないので、

子どものレジリエンスを高め、「落ち込んでも立ち直り、適応していける力」

を高めていきたい。 

・ どのくらい子どもたちのレジリエンスが高まったかなどの検証が必要。 

・ 素晴らしい実践なので、教員が入れ替わっても引き継がれるようにして欲しい。 

２ 宮前小研究発表について 

・ 振り返りノートの子どもたちの文字数の変化に感銘を受けた。 

・ 公立図書館としても、子どもたちに自分の考えをのびのびと表現できるように、

読書活動を推進していきたい。 

・ 振り返りの時間を確保するために、学校のすべての教員でそろえて実践できて

いることが素晴らしい。 

・ 振り返りの文字数が増えたということは、それだけ学習活動が充実していると

いうこと。自身の学校に持ち帰って実践していきたい。 

３ 所沢中研究発表について 

・ 先生方の意識の変化が１００％という点が素晴らしい。先生が変わり、生徒が

変わり、生徒の目が輝く様子が見えてくるような発表だった。 

・ 学習者の能動性をくすぐるような様々な工夫がされていた、市内の中学校にこ

の実践を広めて欲しい。 

・ 学び創造アクティブPLUSの３つの柱のうち、「必要感・達成感」とつながって

いる。 

・ 中学校だとどうしても教えてしまうことが多いが、「待つ」、「考える」時間

をとることの大切さを実感した。 

・ 教員の意識の変容１００％は、学校の教員全員で研究主題を共有できていると

いうこと。 

４ 向陽中研究発表について 

・ 教授と活動のバランスを考えた授業づくりという視点、教員の意識改革が授業

改善につながっていることが分かった。 
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・ 子どもたちが自分たちで考えている様子がよく見られた。この後、子どもたち

の力がどのように伸びていくかが楽しみ。 

・ 先生方と生徒会が話あって活動を進めていたり、生徒が大学に出向いて学んで

くるという活動に驚いた。 

・ 生徒が主語になるという言葉も納得がいく。先生も生徒から学んでいて、ＷＩ

Ｎ-ＷＩＮの関係ができている。生徒主体で先生とともに成長していく、このよ

うな中学校が今後も増えて欲しい。 

５ 南陵中研究発表について 

・ 教科横断的な活動を、すべての教科で実践できたことが大きい。 

・ 教師が同じ考え方でいることは子どもたちにとっても有効的。今回の研究で、

生徒の心の面でも大きな成果につながったのではないか。 

・ 研究の手立てが具体的であり、分かりやすかった。 

・ 次への取組のキーワードが明確になったため、次の研究の課題が明らかになる

と感じた。 

・ 全教員による研究が実施できたため、研究の分析・検証を進めて欲しい。アン

ケートなどの数値と、教室での子どもたちの学びの実際、２つの視点で検証を

進めて欲しい。 

委員長 事務局より、令和４年度の「学び創造アクティブＰＬＵＳ」の取組説明をお願いす

る。 

事務局 ◆プレゼンによる説明 

委員長 説明で、質問等があればお聞きする。 

委員長 協議に入る。 

協議 ・委員長 

本年度の取組の振り返りや来年度の取組に向けて意見を伺う。 

・委員 

ＩＣＴの活用 市内でＩＣＴを使っている教員の意識が５０％に上がっている。 

本校でも、教員がＩＣＴを使いなれてきた感じがある。毎日使っているので、子ど

もたちのＩＣＴの活用能力も伸びてくる。教員の活用研修や外部講師を招いて教えて

もらうと、私たちもやる気になるし、子どもたちもノートのように使えるようになっ

てきた。それと同時に紙の良さを感じることもある。即時性、記録としてはタブレッ

ト、手を動かしたり、図を書くなどは紙を使ったり、教師が選択しながらやっていく

のが楽しくなってきた。低学年からタブレットを使っている、家に持ち帰って、おう

ちの人を巻き込んでいくことで、学校と家庭がつながっていく。子どもの技術を、保

護者がみとることもできる。２年生もローマ字入力をできるようになる、教師が計画

的に活用させると、子どもたちが伸びるということを実感した。 

・委員長 

毎日タブレットは持ち帰るのか。 

・委員 

最初、高学年は毎日持ち帰っていたが、荷物が重いという声もあがったため、今は

週末だけ持ち帰らせている。課題をやって欲しい時などは、持ち帰らせていることも
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ある。 

・委員 

本校はオンライン授業のことも考えて、タブレットを毎日持ち帰らせているが、負

担になっている部分はある。来年度の取組に向けて、ＩＣＴの活用については続けて

いくべきだと感じた。教科書が分厚くなっている現状もあり、教えなければならない

ことが増えているのも事実。学び合いとなってくると、時間が足りないのが現状。そ

こで効果的なＩＣＴの活用ができると、中学校は各教科の中で学び合いができると感

じた。振り返りはすべてクロームブックで行っている教員もいる。教師側の活用に差

があるのが現状。 

・委員長 

教科書は持ち帰っているのか。 

・委員 

本校は、すべておいていってよい。 

・委員長 

海外では、ほとんどおいていっている。今後は、先生方で、教科間の格差をなくす

というのが大切と感じる。中学には、国語など教科ごとの教科部会がある、教科ごと

の共通認識がある。教科間の差がかなりあると感じた。〇〇中学校では、こういう授

業のやり方という、すべての教科で同じことができれば、苦手意識を持っている生徒

も同じ取り組みができる。教科横断的な取組ができるとよい。 

・委員 

先生方の話を聞いていて、子どもたちのクロームブックの利用が当たり前になって

きている。放課後、子どもたちと一緒に過ごしていると、漢字の宿題で、漢字が分か

らないからクロームブックを使ってよいと聞かれる。そうすると、辞書を引きなさい

と子どもたちに言うのだが、部屋の中に辞書はたくさんあるのに子どもたちは辞書の

引き方を知らない。今の子どもたちは、辞書の必要性を理解していない。私自身も分

からない字をスマホで調べてしまうが、辞書を開くことがなくなったが、辞書を引く

ことであいうえお順がわかったりしていたが、今の子どもたちに辞書を引かせる必要

性があるのか考えてしまう。今の子どもたちは、クロームブックありきの学校生活が

始まっている。そこの意識の差と大人が模索している中で、スタート地点の違いもあ

るのだろうと、先生方の苦労を感じながらお話を伺っていた。 

・委員長 

辞書の引き方を研究する必要もあるのかもしれない。 

・委員 

幼児教育も、小中学校の「めあて・見通し・学び合い・まとめ・振り返り」につい

ては、ほとんど同じ流れで行っている。私たちが一番大事にしているのは、「めあて」。

ここに子どもたちの興味関心をいかに引き付けるかがポイント。先生方は役者にもな

る。子どものやってみようという気持を育てることで、先生方はそこに一番苦労しな

がら、あの手この手を使ってやっている。憧れとなる教師と反面教師になる教師があ

る。子どもとの信頼関係を築けていれば、多少難しいことも子どもは頑張ってみよう

という気持になる。先生という立場の大きさ・重要性を実感している。５０分授業の
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中で、「めあて・見通し・学び合い・まとめ・振り返り」だいたい時間的には分かれ

るのでしょうか。 

・委員 

振り返りは長くて５分くらい、短くて２，３分ではないか。めあては授業の冒頭５

分くらいの中で課題などを出しながら、めあてが出てくる。 

・委員 

私は前時の復習もしながら、今日のめあてが頭５分くらい、最後の振り返りを５分

くらい。道徳の授業では１０分くらいとって、子どもたちの意見をフィードバックし

ている。 

・委員 

クロームブックの利用について、教員の使用が９４％という数字が出ていたが、養

護教諭は基本的には保健室の先生なので、普段子どもたちの応急手当とか健康相談を

している。養護教諭は、クロームブックに対して苦手意識を持っている先生も多いの

ではないか。保健指導とか委員会指導のときに養護教諭もクロームブックを使ってみ

たりして、養護教諭もこの９４％の中に入るように、指導主事の立場で呼びかけてい

きたい。 

・委員長 

事務局に質問だが、アンケートの９４％に養護教諭は含まれているのか。 

・事務局 

調査自体は、授業を担当している教諭を対象としているので、養護教諭は含まれな

い。 

・委員 

ウィークディチャレンジの取組結果について、家で本を読んだ？取組結果の点数の

つけ方について教えて欲しい。 

・事務局 

本を読んだ？の項目については、昨年度までは何分以上と時間で設定をしていた

が、今年度は個別に自分として、いつもより読めているかと設定した。いつもより読

めていたら６点、読むことができたら３点、読めなかったら１点と３段階で設定した。

自己評価制になっている。 

・委員 

図書館でも、子どもたちの読書環境は、何分と時間をはかるものではないと気がし

ていたので、方針を変えて集計したのは新たな視点だと思う。アクティブ PLUS の取

組の中で、自己肯定感を高めるというのが何回も出てきているが、自己肯定感が高ま

ってくるとこのような取組にも前向きに取り組めると思う。思考能力を獲得するため

に、読書は力になると思っている。 

・委員長 

ＩＣＴも大切だが、やはり読書も大切である。 

・委員 

今年度の重点３つあるが、言語活動・振り返りはここ１０年くらいずっと言われて

いることである。ＩＣＴについては、コロナになってから２，３年くらいなので、そ
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れを考えるとＩＣＴにはみなさんすぐに飛びついた、活用しなければという意識が高

かった。先生方もＩＣＴを使うことで子どもたちが変わるというのが分かりやすかっ

たのではないかと思う。本校はクロームブックを毎日持って帰っているが、市内の規

定で夜１０時以降は使えないとなっている。そうなると塾などに行っている生徒は、

家で使えないという課題がある。クロームブックを持ち帰って連絡帳のように使って

いるクラスもある。今辞書だけでなく、数式をカメラで写すと答えが出てくる、グー

グルカメラなどもある。ＩＣＴ機器があると、辞書はいらないだろうということにな

ると、数学・算数の授業なども必要ないだろうとなる。必要なものは必要であると指

導いていかないとと感じた。 

・委員 

子どもたちは手間がかからない方が楽なので、辞書を使わなくなっている。数学も

答えが出る、英語も自動翻訳をしてくれるので、英語もいらなくなると、では何を学

習すればいいのか、学校の役割とか授業の中で何が必要なのかと、教員は頭を悩ませ

ながらタブレットやＩＣＴと付き合っていかなければならない。委員の皆さんから出

たことをまとめると、１点目、ＩＣＴをどうやって効果的に活用するかということが

学び創造アクティブ PLUS では重要になる。どの場面で、どのように、いつ活用した

方がいいのかという研究を進めていくと同時に、教員間、教科間の差をなくすという

ことがキーワードで上がってきた。差をなくしていくことが大切である。２点目、今

日発表いただいた学校の発表を聞くと、教師の意識を変えていくことが大切。ＩＣＴ

を活用するとともに、教師の意識改革を進めていくことで、子どもの学びを研究して

いく必要がある。魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教えることが大切である。教

師の意識の変革をうながす必要がある。全国学力学習状況調査、埼玉県学力学習状況

調査で、所沢市の子どもたちは無答率が非常に高く、記述式の問題に弱いことが明ら

かになっているので、この学び創造アクティブ PLUS でそこにも触れていかなければ

ならないのではないか。どうアプローチしていくかも考えていく必要がある。 

・委員長 

AI の進歩はおそろしい速度で進んでいる。人間とどう付き合っていくかは、今後の

大きな課題になってくる。 

 来年度は学び創造アクティブＰＬＵＳ学力向上推進事業の最終年度となるが、取組

の方向性について、参考となる内容が多々あったかと思う。 

以上で協議は終了する。事務局に進行をお返しする。 

司 会 

 

ただ今いただいた、ご意見を踏まえ令和５年度所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ

事業、次期学力向上推進事業の充実に生かしていく。 

 ◆閉会 

司 会 令和４年度第２回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員会を閉会する。 

 


